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ConfShare: 学術会議情報共有サービス

高 田 哲 司

産業技術総合研究所 情報技術研究部門 情報流デザイングループ

本論文では，学会が開催する会議情報を一元的に集約し，共有可能にするWebサービス “ConfShare”
について述べる．研究者にとって学会に参加し，研究成果を発表することは必要不可欠な活動である．
しかし，学会が開催する会議に関する情報は分散して存在しており，また様々な主催組織による多種
多様な会議が存在するため，自分の研究成果に適した会議の選定やその情報収集には手間がかかると
ともに，それは研究者の負担となっている．そこで本論文では，学会開催情報を集約し，研究者にとっ
て必要な会議情報の収集や選定，そして注目する会議の更新情報への追従を支援するWeb サービス
“ConfShare”を開発した．本Webサービスを利用することにより，会議情報の収集/参加検討から，
論文投稿そして会議の最新情報収集にまつわる作業を本サービス内で行うことができ，会議情報にま
つわる研究者の負担を軽減可能にする．
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It is one of essential tasks for researchers to find an appropriate conference for their research
results and submit a paper. Even after a researcher decides a conference to join, they have to
catch up on various updated information. These are time consuming tasks and I think that
I need a system to make such tasks more easier. In this paper, we introduce a web service
for sharing conference information, named “ConfShare”. The goal of the system is to share
conference information independently with the hosting organizations and help researchers to
choose appropriate conference and catch up with updating conference information.

1. は じ め に

学会が行う会議は，研究者が自身の研究成果を発表
する場として重要である．研究者がこうした会議で発
表するにあたって必要となるのが，自分の研究成果を
発表するのに適した会議を見つけだし，その会議が示
すスケジュールにしたがって論文執筆や発表準備をす
すめることである．
しかし学会開催情報の流布に関する現状は，研究者
にとって望ましい状況とは言い難い．会議情報の多く
は，イベント情報としてWebページに公開されるか，
またはメーリングリストにおいて周知されるのが現状
である．しかしこれらの方法だけでは解決できない問
題もある．以下のような事態を研究者は多かれ少なか
れ体験したことがあると推測する．
• 会議の存在を知らなかった
• 以前参加した会議の今年開催の情報はどこ?

• 自分の研究成果に適した会議は?

• 論文投稿締切が延長されていた!

• お得な情報が公開されていたが，すでに申込みが

終了していた
そこで当方では，これらの問題を改善し，研究者の
負担を軽減することを目指した学術会議情報共有サー
ビス “ConfShare”を開発した．以降本論文では，2章
で学会情報の共有/周知に関する現状と問題点を整理
し，3章では開発したWebサービス ConfShareにつ
いて説明する．最後に 4章では，本システムによる利
点と今後の課題について述べる．

2. 会議情報の流布における問題点

会議情報は，主に以下の 2 つの方法で流布されて
いる．
• Webによる情報公開
• メーリングリストによる周知
会議情報は，それができるだけ多くの研究者に認知
され，結果として多くの論文投稿や参加者が集まるよ
うになることが望ましい．しかし上記の 2つの手法だ
けでは，この目的の達成は困難であると考える．理由
は 3つある．
( 1 ) 会議の存在に気づきにくい



( 2 ) 投稿/参加可能かを判断しにくい
( 3 ) 会議情報の更新に追従しにくい
まずはじめに，メーリングリストについて上記の問
題を考察する．メーリングリストに流布される情報は，
参加者のいずれかが知っている情報に限定されるため，
そこから得られる情報は自ずと限定されるという問題
がある．また投稿締切日や会議開催日はメール内に記
載されるものの，その日付と現在の日付との関係を把
握し，投稿や参加可能かの判断はユーザ自身が行う必
要がある．また会議情報の更新状況をメーリングリス
トで通知することは一長一短であり，知る範囲におい
ては積極的に行なわれていないように見受けられる．
次にWebによる会議情報の流布に関し，前述の問題
を考察する．まず「会議の存在に気づきにくい」とい
う問題について考える．Webによる情報公開は，不特
定多数に対して情報を流布できるが，それはWebペー
ジの存在が広く知られているという前提が必要となる．
しかし現状では以下に挙げる問題があるため，会議情
報Webページが広く認知されにくい傾向にある．
• 会議情報Webサイトは分散して存在
• 会議情報Web サイトの URL は，開催毎に変更
される

• Conference Calendarの組織毎による管理
会議情報Webサイトは，その会議毎に維持/運営さ
れることが多く，それゆえ分散して存在する．また運
用管理の点から，近い将来，これらが一つのWebサ
イトに集約されるとは考えにくい．また会議情報Web

サイトの一部は，その開催毎に URL が変更される．
そのため該当会議の以前のWebページを知っていて
も，次回開催のWebページがすぐに見つからないこ
ともある．また多くの学術組織は，イベント情報や
Conference Calendarとしてその組織が主催または後
援する会議情報を集約し，公開している 5)∼7)．これ
も会議情報の流布に寄与していると言えるが，組織単
位で情報が集約されているため，他の組織が運営する
会議情報はなく，結果として会議情報を分散化させて
しまっているとも言える．よって会議情報の流布に関
する効果も限定的であると言わざるをえない．またこ
れらの情報源は比較的多数の情報を有しているにもか
かわらず，それらを検索したり，データの絞り込みが
できないものが多く，利用者がそれらの情報を一つ一
つ閲覧し，参加や論文投稿の可能性について判断しな
ければいけないという問題もある．
また検索エンジンを通じて会議情報を知る機会は少
ないと考える．検索エンジンで会議情報に見つけるた
めには，比較的正確に会議名称を知っている必要があ
る．なぜならば会議名称に使われている単語は，一般
的な単語の組み合わせであることが多く，その一部の
単語により検索エンジンで検索を行っても，検索結果
には会議情報とは無関係の情報が多数返されるため，
その中から会議情報を見つけ出すのは容易ではなく，

むしろ効率が悪いといえる．つまり未知の会議を知る
目的で検索エンジンを使用するのは得策ではない．
次の問題は「論文投稿/参加可能かを判断しにくい」
という点である．会議の存在を知った際，次に必要と
なるのは論文投稿や参加が可能かを判断することであ
る．この判断には会議の開催日と開催場所ならびに論
文投稿締切日の情報が必要となる．よってこれらの情
報は，研究者や会議参加者にとってまずはじめに必要
となる情報であり，それが即座に認識できることが望
ましい．しかし既存のWebによる情報公開では，論
文投稿締切情報がWebサイトのトップページに記載
されていないなど，そういった配慮がないWebサイ
トが少なからずある．
最後の問題は「会議情報の更新に追従しにくい」と
いう点である．ひとたび特定会議へ参加または論文投
稿を決定した場合，その後に随時更新される会議情報
に追従する必要がある．論文投稿締切日の延長，宿泊
情報や開催地へのアクセス方法，会議のセッション情
報/発表順など会議の開催が近づくにつれて様々な情
報が更新/追加されるのが会議情報Webサイトの特徴
である．これについてはRSSを使用して更新状況を発
信するWebサイトも見受けられるが，まだ一般的と
は言い難い．そこで本研究では，これらの問題の改善
を目指したWebサービス “ConfShare”を開発した．
次章では，ConfShareについてその詳細を述べる．

3. ConfShare: 学会情報共有システム

本章では，学会情報共有システム ConfShare につ
いて述べる．ConfShareは，その主催組織に依存せず
横断的に学会開催情報を集約し，それらを不特定多数
の人が閲覧できるようにするWebサービスである．
本サービスでは，検索サービスではなく，ユーザに
よる情報閲覧を重視する．その理由は 2つある．1つ
は検索キーワードを持たない人でも会議情報の収集
を可能にすることであり，もう 1 つはユーザが知ら
なかった会議を認知する機会を提供するためである．
しかしシステムが保持する情報量が増えるにつれて，
その閲覧は時間と手間のかかる作業となる．そこで
ConfShareでは，いくつかの条件による表示データの
絞り込み機能を提供している．これにより特定条件を
満たす会議情報の抽出や明らかに不要な会議情報を排
除し，閲覧すべき情報量の削減を可能としている．
図 1に ConfShareの初期画面を示す．初期画面は，
画面上部に地図表示，下部にリスト表示という画面構
成になっている．地図表示はシステムに登録された会
議情報の各開催地を示しており，Google Mapを利用
して実現している．また画面下部のリスト表示には，
登録された会議情報が一覧として表示される．本シス
テムの実装には Adobe 社の Spry framework2) を利
用している．ConfShareの画面遷移図を図 2に示す．



図 1 ConfShare 初期画面の表示例

図 2 ConfShare の画面遷移図

システムはデータ入力とデータ閲覧の大きく二つに
わけられる．図 2中のグレーの四角形が，会議情報入
力用の画面であり，白色のものが会議情報閲覧用の画
面を示している．これからわかるように，ConfShare

では現時点で 3 種類のデータ閲覧方法を提供してい
る．次節以降では，会議情報の入力とその閲覧機能に
ついて詳細を述べる．

3.1 会議情報入力
会議情報の入力は 2種類の画面を通じて行う．なお
これらの画面は，会議情報の新規入力だけでなく，既
存の会議情報の更新にも使用する．
図 3は，会議情報入力画面である． この画面は会
議開催情報画面と会議詳細情報画面からアクセス可能
である．ただし，会議開催情報画面からアクセスした
場合は「新規入力」，会議詳細情報画面からアクセス
した場合には「更新」のための画面となる．
この画面を通じて入力可能な情報は以下の通りで
ある．

図 3 会議情報入力画面

• 会議名称
• 会議省略名称
• 会議情報Webサイトの URL

• 開催日程
• 開催都市/開催国
• 開催地の緯度経度
• 締切日情報
これらのうち，会議名称，開催日程，開催都市/開催
国そして会議情報Webサイトの URL は入力必須項
目としている．なお緯度経度の設定方法は 3種類容易
されている．直接緯度経度の値を入力する他に，地図
を通じて緯度経度値を設定したり，Geocoding機能を
利用し，都市名等から値を設定することも可能となっ
ている．
なお ConfShare が集約する会議情報は上記の情報
群のみに限定している．理由は 2つある．1つは入力
の手間である．会議情報にはこれ以外にもさまざまな
属性情報がある．それらの情報も集約すれば，よりよ
いサービスや有益な情報を提供できる可能性もあるが，
その一方で入力の手間が増大する．データ入力の負担
が大きくなればデータ入力が行われなくなる可能性が
あり，結果としてサービス自体が機能しなくなる恐れ
がある．
もう 1つは，システムの複雑化と最新情報への追従
の問題である．多くの情報を保持することにより，提
供可能な情報は増加するが，その一方でシステムを複
雑にし，利便性を損ねる可能性も高くなる．また多く
の属性情報を ConfShare が保持すると，それらの情
報の更新にも追従する必要が生じるが，それは容易で
はない．よって ConfShare では，前述の問題を改善
するのに必要不可欠な情報のみを保持するものとし，
それ以外の会議情報の詳細については一次情報源であ
る会議情報Webサイトを閲覧し，正確な情報を得る
ものとしている．
図 4は，入力情報確認画面である．この画面は，会



図 4 入力情報確認画面

議情報入力画面で入力された各種情報をデータ登録前
に再確認するための画面である．この画面で各入力値
が確認され “Enter” ボタンが押されると，ConfShare

に会議情報が新規追加または既存の会議情報が更新さ
れる．その後，画面は会議開催情報画面に戻る．

3.2 会議情報閲覧
会議情報閲覧には 3種類の画面がある．初期画面と
同じ画面構成でデータをリスト表示する画面が 2つ，
まったく別の画面構成による画面が 1つである．
図 5は，会議開催情報画面のリスト表示部の一例で
ある． この画面は，今後開催される会議をその開催

図 5 学会開催情報表示

日順にリスト表示する画面である．この画面は主とし
て会議の存在とその開催時期/開催地を知るための画
面であり，リスト内の各項目には会議名称，開催日時，
開催都市/国名とデータが存在すれば次の論文投稿締
切日の情報が表示される．またリスト内の会議名称は
会議情報Webサイトへのリンクになっており，各リ
スト内の右下にあるボタンは，会議詳細情報画面へ移
行するためのボタンである．
図 6は，論文投稿締切情報画面におけるリスト表示
の例である． この画面では論文投稿締切情報がその
締切日順に整列されてリスト表示される．会議開催情
報画面と本画面間はメニュー操作で行き来可能になっ
ている．本リスト表示を閲覧することで，締切が迫っ
ている順に論文投稿締切情報を把握することが可能と
なっている．各リスト内には，論文投稿締切日，締切
日までの残日数，論文種別，会議名称，会議開催日と

図 6 論文投稿締切情報表示

開催場所そして該当する会議の詳細情報画面に移行す
るためのボタンが表示される．
図 7は，会議詳細情報画面の表示例である．この画

図 7 会議詳細情報画面

面はこれまでのリスト表示とは異なる画面構成で，特
定の会議に関し ConfShare が保持するすべての情報
を表示するための画面である．本画面では，注目して
いる会議の会議名称，開催日時，開催都市/国名とその
開催地の地図表示，会議情報Webサイトの URL，な
らびにすべての論文投稿締切日とその日までの残日数
が表示される．またこの他に本画面では会議Webサ
イトの更新履歴も表示する．会議Webサイトの更新
履歴とは，入力されているURLに存在するWebペー
ジの内容が変更された日時を日時順に表示したもので
ある．ConfShareでは，登録されている会議Webサ
イトを定期的に監視し，その内容が更新された場合に
は，その更新検知時刻を記録として残している．その
更新履歴が本画面の画面下部に表示されるようになっ
ており，注目している会議のWebページになんらか
の更新があったことを，この画面から知ることが可能
となっている．
なおこの画面の中央下部には “update”ボタンが用
意されている．このボタンは，該当会議情報を更新す
る際に使用するボタンであり，これを押すことで会議



情報入力画面に移行する．
3.3 会議情報の絞り込み
様々な会議情報が得られるとはいえ，明らかに必要
ない情報まで閲覧しなければならないのは時間の無駄
となり，非効率である．そこで ConfShare では，表
示データの絞り込み機能を提供し，必要と推測される
情報だけに絞り込んだ上で会議情報を閲覧する手段を
提供している．このデータ絞り込み機能はリスト表示
を対象とした機能であり，会議開催情報と論文投稿締
切情報において有効な機能である．現時点では二種類
の絞り込み機能が提供されている．

1 つめは，キーワードによる絞り込み機能である．
会議開催情報と論文投稿締切のどちらのリスト表示で
も，キーワードによりインクリメンタルなデータの絞
り込みが可能となっている．リスト内に表示されてい
るすべての文字列に対し，入力された文字列が一致す
れば表示対象となるが，一致しなければリストから除
外されるという仕組みである．

2 つめは，地図によるデータ絞り込み機能である．
双方のリスト表示におけるデータは，属性情報として
緯度経度値を持っている．この情報を利用し，地図そ
のものを検索窓としたデータの絞り込みが可能となっ
ている．Google Mapによる地図をドラッグし，表示
領域を変更すると，その領域内で開催される会議の開
催情報または論文投稿締切情報だけがリスト内に表示
される．
最後に，双方のリスト表示では日時に基づいてデー
タが整列されている．よって表示データの量そのもの
は変化しないが，興味のある期間に開催される会議や
論文の投稿締切をリスト表示から得ることは比較的簡
単である．
このように，日程，開催地そしてキーワードによる
データの絞り込みが可能となっており，利用者の条件
に適合した情報だけを抽出した上で会議情報を閲覧す
ることが可能となっている．

4. 考 察

本章では，ConfShareによる利点と今後の課題につ
いて述べる．

4.1 利 点
本節では，ConfShareにより 2章で述べた問題点を
改善しうることを説明する．

ConfShareは集約する会議情報になんの制約もない．
つまり，あらゆる会議情報を集約しうるWebサービ
スであり，いわば “Unified Conference Calendar”と
なる．またConfShareでは，いくつかの条件付けによ
り提示するデータを絞り込み可能にする機能を提供し，
必要と推測される会議情報のみを閲覧可能にしている．
これらの改善点により，既存の Conference Calendar

にあった二大問題点である，他の組織の会議情報が得

られないという問題と，データの検索や絞り込みが不
能であるという点を改善したと言える．ConfShareを
利用すれば，既存の Conference Calendar で得られ
るよりも多種多様な会議情報の蓄積と情報収集を可能
にし，かつ会議情報閲覧における利用者の負担軽減を
可能にする．
また，この改善は，研究者ではないが会議参加を検
討する人たちにとっても大きな利点になると言える．
産学官連携に代表されるように，研究者以外の人も学
会が行う会議に参加し，研究者と交流を持つ場を求め
る人が多くなりつつある．しかしこういったユーザは，
学会が行う会議について詳しいわけではなく，どのよ
うな会議が存在し，その中のどれが自分の利益や興味
に一致しているかを学会サイトや検索エンジンから調
査/収集するのは困難であろうと推測する．

ConfShareはこういったユーザ層に対しても有益な
システムとなりうる．ConfShareでは，会議情報が一
元的に収集されているため様々な会議情報を得られる
とともに，日程や行動範囲の制約や技術的興味に応じ
て会議情報を絞り込んだ上で閲覧できるため，会議参
加を検討するのに際し必要となる作業負担が軽減でき
ると考えられるからである．
また ConfShare は，情報閲覧だけでなくデータ入
力も誰もが行える．よって一人がある会議の情報を入
力すれば，それを多くの人が目にすることになる．つ
まりConfShareが会議情報宣伝の場となりうる．これ
が認知されれば，会議の開催者や運営者がConfShare

に会議情報を入力するようになると期待され，その一
方で利用者はこれまで存在も知らなかった様々な会議
情報を ConfShare を通じて目にし，認知するように
なると期待される．これは，誰かが入力した情報が多
くの人にとって有益であるという点で集合知と言える
のではないかと考える．
またこれまでは，個々の研究者や研究グループが可
能な範囲で自身の研究領域に関する会議情報を収集し，
それをリストとして維持していたが，これによる問題
点はリストにない会議を認知する機会がなく，場合に
よっては研究内容に適した会議があるにもかかわらず，
その存在を知らないため発表の機会を逸する可能性も
あった．これも ConfShare によって未知の会議情報
を知る機会が得られるため，その問題も改善されうる
と言えよう．
また論文投稿者にとっては ConfShare を利用する
ことで論文投稿締切日での残り日数を確認でき，計画
的に論文執筆を進められるとともに，会議情報 Web

ページが更新されたかどうかも ConfShare 内で確認
可能になっているため，その都度会議情報Webペー
ジにアクセスし，目視でその内容が更新されているか
を確認する必要がない．このように会議情報の収集だ
けでなく，参加会議決定後の会議情報の扱いに関して
も作業支援が可能になっている．



最後に ConfShareが想定する利用者ごとに，Con-

fShareを利用することで得られる利点を整理する．

表 1 利用者種別毎の利点

会議参加者 論文投稿者 会議開催者

会議情報収集 ○ ○ -

更新情報把握 ○ ○ ○ (通知)

投稿締切情報 - ○ -

会議宣伝 - - ○

会議情報の収集とは，様々な会議の存在を知り，参
加/論文投稿の可能性を検討する行為であり，注目会
議の更新状況把握は会議Webサイトの更新履歴を把
握する行為，論文投稿締切情報の確認は論文投稿締切
日までの残日数を把握し，Reminderとして利用する
ことである．更新状況通知は，会議情報Webサイト
の更新状況をWebページとして確認可能にすること
である．

4.2 今後の課題
今後の課題について 4点ほど述べる．
1つめは，会議情報の収集の自動化についてである．
会議情報の自動収集に関しては，EventSheer3) とい
うプロジェクトで “Topic-specific Web resource dis-

covery”と称したTopical Crawlingや，電子メールや
NetNewsから Call For Paper情報の抽出を試みてい
る研究 4) がある．この研究成果として公開されてい
る RSSや，各種学術組織が公開している Conference

Calendarから自動または半自動的に会議情報を収集
することは今後の課題である．

2つめはユーザ単位でのカスタマイズ機能 (Person-

alize)である．多くの研究者や研究組織ではその研究
領域やテーマに関連する会議を独自に収集し，Web

ページとしてまとめ，公開しているのが散見される．
これを ConfShare 内で実現できるよう，ユーザ単位
での会議情報管理，すなわちユーザ/グループ毎に専
用の Conference Calendar が作成可能にする機能の
実装を検討している．

3つめは論文投稿計画の支援である．論文投稿計画
とは，ある会議に投稿した論文が採録されなかった場
合，その論文を投稿する別の会議を検討しておくこと
を指す．この作業を支援するため，論文投稿締切情報
だけではなく，論文採択通知情報もシステムに入力し，
時間軸に複数の会議の論文投稿 - 採択通知の期間を視
覚化することで論文投稿計画の立案を支援可能にする
ことを検討している 8)．

4つめは会議に興味のあるユーザ間のコミュニケー
ション支援である．興味のある会議について，参加や
発表を判断するために質問や問い合わせをしたいと思
うことはあるだろう．これをインフォーマルに行える
場を ConfShare が提供することにより，会議にかか
わる様々な立場の人が意見交換や議論，フィードバッ

クを行うことにより，会議参加や論文投稿を促進し，
学術会議の活性化を支援することになると考える．
この他にも，実運用から得られるであろう feedback

をもとに必要な改良を行う予定である．

5. お わ り に

本論文では，学会情報の集約と共有を目的とした
Webサービス “ConfShare”について述べた．学会情
報の流布は，Web サイトによる情報公開とメーリン
グリストによる周知によって行われているが，これら
の方法だけでは改善が困難な問題が残されている．そ
こで本論文では，会議情報を一元的に集約し，それを
共有可能するWebサービスを実現した．多くの会議
情報が集約され，さらにデータ絞り込み機能や更新履
歴の提示機能を提供することにより，研究者や会議に
興味のある人にとって会議情報の扱いに関する作業負
担を改善しうるシステムになっていることを述べた．
今後は本サービスを実運用に供し，必要な改善を継
続して行っていきたいと考えている．
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